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資料 1

平成 28年度

滋賀文教短期大学事業報告書
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1 滋賀文教短期大学
(1)教育活動
1.教育理念と建学の精神

教育理念と建学の精神は、私立学校の根幹であり、全ての教育研究活動に通じていな

ければならない。そのために、様々な方法で学内周知を図つた。
28年度においては、年度当初の教員連絡会にて、学長講話の時間を設け、専任教職員
及び非常勤教員に、学園の沿草、教育理念及び建学の精神、教育目標、学訓について研

修を行つた。

学生には、入学前のプレキャンパスセミナーからふれると共に、入学後も入学式での

学長式辞やオジエンテーション等にて説明を行つた。

【教育理念】
「教育は人にあり、国家の未来は教育にかかつている。教育の向上には、まず、

教員の養成が重要である」

【建学の精神】
「知育 。徳育 。体育」の鼎立と調和の取れた人間形成

2,教育目標、3つのポリシー

目文学科、子ども学科とも「教育目標」、「学位授与の方針 (ディプロマ。ポリシー)」 、
「教育課程編成・実施の方針 (カ ジキュラム。ポジシー)」 、「入学者受入れの方針 (ア

ドミッション・ポリシー)」 に基づき教育活動を行つた。

3.免許・資格取得情報
平成 28年度の教員免許・資格取得状況は次のとおりであつた。

(注 )学校図書館司書教諭は、申請者数を示す。

4.FD(フ ァカルティ・ディベロップメント)活動
FD委員会が中心となり、教員の教育力の向上、教育内容等の改善等に取り組んだ。
①学生アンケートの実施

各授業で授業アンケートを実施し、学生からの評価を受けた。教員は、FD委員会が取りま
とめた評価結果を受けて、「授業検討表」に改善の方策を記載し、授業改善に取り組んでい

る。各授業のアンケ‐卜結果に、この授業検討表を添付し、学生は学務課窓口で閲覧できるこ

ととなつており、単に授業内容の向上。改善のみならず、学生への説明責任を果たすとともに、

次年度に学生が履修する際に参考となるようにした。
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国文学科 子ども学科 合 計 卒業者数

小学校教諭二種免許状 5 5

幼稚園教諭二種免許状 34 34

学校図書館司書教諭 3 3

図書館司書 13 13

保育士資格 33 33

国文学科

17人

子ども学科

47人



②学内研修会

O第 1回FD研修会 平成 28年 4月 27日 (水)①13:00～ 14:00
 ヽ  ②15:00～ 16:00

。公的研究費にかかるコンプライアンスについて(講話)

講師 :堀要事務局長

・アクテイブラーニングの基礎知識と実践 (講話)

講師 :京都光華女子大学短期大学部ライフデザイン学科講師

小山理子先生

O第 2回FD研修会 平成 29年 2月 22日 (水 )15:30～ 16:30
「アクティブラーニングの実践について～授業の改善・充実～」

「アクティブラーニングとは」(講話)FD委員長 前田康二教授
「アクティブラーニング実践事例報告」(ディスカッション)

5。 留学生支援の充実

平成 28年度留学生は 1年生 3人、2年生 2人が在籍した。学習支援は国文学科を中心

に支援し実施し、生活支援を留学生支援室が中心となってサポートした。留学生各自の異文

化理解などが進まず、特に生活面での指導の徹底に苦慮した。平成 29年度は、生活指導、

学習支援も含め、指導内容の変更、生活指導の方法の変更等も検討する必要がある。

6。 学生懇談会の実施

平成 28年度も、大学と学生が直接意見交換を行う学生懇談会を実施した。大学側からは

運営協議会委員が、学生からは奨学生や自治会長、サークルの部長等が参加し、有意 義な

懇談を実施することができた。ここで得られた意見は、大学で検討し、学生にアィードバックで

きるように努めている。

◇

7.保護者対応
①保護者懇談会の実施

保護者に対する説明責任を果たすため実施した。学習成果の獲得のために、大学と保

護者が一体となつて取り組む姿勢を示し協力を求めた。

O平成 28年 4月 1日 (水)入学式終了後
(目 的)入学式に出席した新入生の保護者を対象に、大学での学びや友人関係のほ
か、就職や授業内容に関することなど、高等学校までとは異なることを説明した。

(内 容)。大学の学びの特徴
。年間スケジュール
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検 討学 生 か ら の 意 見

①設定温度については、環境省推奨の温度

を目安にしていることを理解してほしい。

②カーブミラーについては、国文学科の大学

への提案でもあつたが、検討していきたい。

【施設・設備に関して】

①暖房の設定温度が低くて寒いも

②大学付近の公園近くにカーブミラーを設置してほしい。

意見を参考にして、4月 から見やすく掲示

を行う。

就職講座の年間スケジュールの掲示を目立つよう|こしたり、

LINEで周知したりするなどしてほしい。また、相談に行つても不在

の場合があるので、相談を予約制にしてほしい。

担任制については今後しつかりとスケジュ

ールを立てて行つていく。

担任制があつたが、面談もあまり無く、相談は親しい先生にして

いたので、あまり制度の意味を感じられなかつた。



。高等学校と大学との違い

,実習、就職、進学等の支援に関する本学の特長

(参加者)約 50人

②定期試験のお知らせ送付 (保護者向け文書発送)

保護者からの定期試験に関する問い合わせが多かったことから、1年次保護者を対象に定期
試験に関する注意点などを記した文書を送付した。特に子ども学科の学生は、定期試験の結果
により、実習科目の履修が不可となる場合もある。そのため、事前に保護者に射して周知し、定

期試験の重要性について理解を求めた。

8.入学前教育の実施

入学予定者に対して、「入学前サポートプログラム」と称し、高校から大学令の橋渡しや、

基礎学力や学習意欲の向上をねらいとして取り組んでいる。

国文学科では、入学までにアドミッションポリシー (入学者受け入れの方針)にある力を高め

ることを目的に、新たに、漢宇学習を通した「I国文学科で学ぶ基礎固め」、「学習習慣の確立」、
「課題に向けて解決していく力」等の向上に取り組む課題を設定した。学習成果の確認のため

の、中間確認テストや登校 日においての面談を実施し、単に課題の提供のみならず、きめ細や

かな学習支援で、入学前のアイスブレイク、信頼関係の構築に努めた。

更に、入学後も継続して学習を進めることに取り組んでおり(高大接続教育)、 入学前から卒

業まで一貫して漢字学習に取り組むことは、漢字の修得はもちろん、ディプロマポリシー (学位

授与の方針)にある「学びの中から課題を見つけ出し、自ら解決に導くための必要な能力を身

につけている」といつた力を身につけていくことであり、面談による定期的な学習状況の確認や

励ましを行い、達成に向けて支援していると

また、それに加えて、育成 AO入試合格者には「指定図書の調べ学習」も新たに課した。育
成 AO入試合格者のみの登校 日を設け、課題を通したディスカッションや解説を行うことで、アド
ミッションポリシーにある力を高めるのみならず、早期合格者のモチベーションの維持、入学ヘ

の期待を高めることに努めた。

子ども学科では、ア ドミンシヨンポリシー (入学者受け入れの方針)に定めている意
欲や力を入学までに高めることを目的として、入学前教育を案施している。

長浜警察署との協定にもとづいた「交通安全啓発指導」についての課題を課 した。こ

れは交通安全を子ども達に啓発するための有効な方法を考え、紙芝居やペープサー トな

どを作成してきてグループ内で発表するものである。また発表をもとにグループでのデ

ィスカッションを行つて意見を交換した。こうした作業を通して保育者・教育者 として

必要な力と意欲を高め、また入学後のプログラムにも接続させた。「交通安全啓発指導」
の発表後には教員との面談も行つて入学予定者の現状把握やアイスブレイクに努め、入

学後の支援につなげるようにした。

また、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭に必要なピアノについて、不安を払拭 し入学

後スムーズなスター トが切れるよう、音楽の学び方講座を 2回、ピアノレンスンを 4回
行つた。

育成 AO入試合格者に対 しては上記のプログラムに加え、9月 から 12月 の間に 4回の
登校 日を設け、教員との面談および入学前の指導、卒業生 (現役保育士)と の懇談、2
度の音楽の学び方講座を実施 した。これによリア ドミンシヨンポリシーに定めている力
の育成を図り、意欲の向上と維持に注力した。

このほか、入学予定者に向けたオジエンテーションである「プレキャンパスセミナー」を実施し、

学習支援、友人作り、不安の解消、学習意欲の向に向けた取り組みを展開した。セミナーで

は、保護者向けの説明会も実施し、入学前に知るべき情報などを提供した。
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◇プレキ ンパ ス

9,SD(ス タンフ・デイベロップメント)活動
大学職員が担う職域は幅広く、SD(職能開発)の取組みは非常に重要である。また、
大学運営や改革においても、職員の力は大きい。

このため、職員の資質向上を図るため、大学として組織的にSDを実施することした。
具体的な取り組みとしては、各学期の日標設定と自己点検及び、それを基にした課長と

の面談、月一回の事務局会議後にSD研修会 (職員が輪番で講師を担当)、 各種外部の
研修会への派遣等を実施した。

◇ SD研 修実施状況
28.4。 27 公的資金取扱について
28.6.28 入試制度と広報活動について

28,7.28 経営強化集中支援事業について

28.8.29 学生の課外活動支援について

28.9.30 第二者評価 。経営改善計画

28.■。29 教務担当者研修会報告
28。 12.26 高大接続改革の動向について

29.1.30 求人を取り巻く環境について

◇ 研修成果
各研修を通じ職員の専門性の向上、分掌を越えた知識の習得を行つた。

FDにおいては、アクテイブラーニングを取り入れた授業の実践方法を学ぶこと
により、学生が主体的に授業に参画する意義について研修を行つた。

SDにおいては、研修毎に職員が講師となり、自己研鑽と共に、大学の諸課題に
ついて意識の向上を図り、主体的な学校運営に携わる意識が向上した。

(2)学生の状況
1.学生自治会・課外活動

学生自治会のもとに大学祭実行委員会や各サークルが組織され、学生の活動の中心となっ

ている。平成 28年度のサークル数は次のとおりであつた。

◇サークル数

14団体

(100名 )

※延べ人数

文芸、書道、就職活動研究、国際交流、創作、美術、軽音、写真、

ボードゲーム、テニス、ハンドメイド、アウトドア、ダンス、運動

2.大学祭

学生自治会 (大学祭実行委員)が中心となり、学務課と企画・運営を行つている。

多くの地域住民の来場があつた。

・ 日時 :平成 28年 10月 29日 (土 )、 30日 (日 )
・ 予算 :50万円

良寛の碑拓本展、大学書展のほか、授業成果発表展示、模擬店、仮装大会、クイズ大会など
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主な内容日 時
・入学にあたつてのガイダンス

・各学科オジエンテーション

・委託訓練生説明会

・個別相談

第 2回 プレキャンパスセミナー

平成 29年 3月 22日 (水 )

10:20-17:00



を開催した。また、30日 は、過去 5年以内の卒業生を姑象にした「げんき会」(ホームカミングデ
ー)を実施したほか、「人と人をつなぐ絵本の活用」と題した講演会も開いた。

3.学生の健康維持等への支援

学生の定期健康診断を平成 28年 4月 4日 に実施し、学生の健康状態の把握に努めた。ほと
んどの学生が受診した。結果は学生すべてに個人通知書を手渡しし、医師の指導が必要な学生

には再度校医による診断を行つた。欠席した学生については、各自に健康診断を受診させ、その

結果を提出させた。(健康診断実施依頼事業所 :近畿健康管理センター )

4.交通・通学

通学手段としては、」Rによる通学のほか、バイク・自家用車通学も多く、そのための駐車場のス
ペースを確保し便宜を図つている。なお、バイク・自家用車通学者に登録を義務づけている。
バイク・自家用車通学に関しては、田村町 (大学所在地)内からマナーの低下を指摘されること

が過去にあつたこともあり、入学直後のオリエンテーション等の機会を通じて学生への交通安全教

育を行つている。

5,安全への配慮

避難・消火訓練を、長浜消防署の協力により、平成 28年 5月 31日 に実施し、また、学生寮につ
いては 5月 8日 に実施し非常時対応への訓練を行つた。

6.学生への経済的支援        (
経済的に学納金等の納入が困難な学生に対し、様々な支援で就学の機会を確保している。

①滋賀文教短期大学奨学金制度

本学の発展に寄与する学生に奨学金を給付している。

②延納及び分納

学納金の納入が困難な学生に対 し、延納及び分納支援を行うている。その際、必ず

面談を実施し、計画的な納入を指導することとしている。

◇各種奨学金受給者数

種   類 人 数 備   考

滋賀文教短期大学奨学金

I種 200,000円
Ⅱ種 150,000円

1年生 5

9

全てⅡ種奨学生

返還義務無

2年生 4

日本学生支援機構奨学金

1年生 28

37

返還義務有 (貸与)

※体止中の学生は除く2年生 14

保育士修学資金

1年生 6

10

返還義務有/返還免除有
(滋賀県の保育士養成施設を卒業し、滋賀県内の

保育施設に 5年間勤務した場合、返還免除)2年生 4
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7。 学生寮

平成 28年度は、学務課と寮監の連携のもと、寮在住の職員と協力して学生寮の運営に取り組

んだ。

◇学生寮利用状況

(単位 :室、人 )

棟  別 部屋数 1年生 2年生 計 備  考

グリーンハイツ 23 7(2) 7(1) 14(3) ワンルーム様式

松翠寮本館 10 3 2 5 2人で1部屋

平成 28年 8月 3人退寮。カッコは退寮者数。

(3)進路指導の状況

1.就職 。進路支援

2年生に対しては、平成 27年度より行つてきた個別面談や就職講座を引き続き実施
してきた。

1年生に対しては、入学直後から就職支援講座を行い、新卒の際の進路・就職先だけ

ではなく、将来にわたちたキャリア形成について考えた上で進路選択ができるように指導

した。

そのために実施した就職支援講座は下表のとおりである。

年 月 日 時間 対象学科 対象学年 内容

平成

28
年度

4月 27日 4限 目 国文学科 2年生 就職活動の行動計画

4月 27日 4限 目 子ども学科 2年生
就職活動の行動計画

(一般企業希望者対象 )

5月 10日 4限 目 両学科 1年生 「働く」について考える

5月 25日 3限 目 国文学科 1年生 ビジネス環境研究

5月 25日 2限目 子ども学科 2年生 履歴書、応募書類の書き方

5月 25日 4限 目 国文学科 2年生 履歴書、応募書類の書き方

6月 1日 2限 目 子ども学科 1年生 ビジネス環境研究

6月 1日 2限 目 子ども学科 2年生 学内ハローワーク相談会

6月 1日 3・ 4限 目 国文学科 2年生 学内ハ▼―ワーク相談会

6月 8日 3・ 4限 目 国文学科 2年生 学内ハローワーク相談会

6月 15日 3・ 4限 目 国文学科 2年生 学内ハローワーク相談会

6月 22日 2・ 8限 目 国文学科 1年生 業界と職種研究

6月 22日 3・ 4限 目 国文学科 2年生
学内ハローフエク相談会

個別面接練習

6月 22日 2限 目 子ども学科 2年生 学内ハローワーク相談会

6月 29日 2限 目 子ども学科 1年生 業界と職種研究

6月 29日 2限 目 子ども学科 2年生 面接練習

6月 29日 3・ 4限 目 目文学科 2年生
学内ハローワーク相談会

個別面接練習

7月 6日 3・ 4限 目 国文学科 2年生 学内ハローワーク相談会
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個別面接練習

その他、個別面談をとおして、個々のニーズに合わせた就職及び進学の支援、業界及び職種

選択の支援をきめ紳かく行つた。

公務員を目指す学生に対しては、下表のとおり教員が主にオフィスアワーの時間を利用し

て個別対応の時間を設け、公務員一般教養試験・専門試験の対策を行つた

担当科目 担当教員

政治 松本秀章、神谷昌史

経済 松本秀章、荒木重幸

社会 松本秀章、神谷昌史

地理 松本秀章、前田康一、井上明美

日本史 荒木重幸、前田康一、井上明美

世界史 松本秀章、井上明美

国語 神谷昌史、永尾員、戸塚麻子、細田あかね、辻本桜子、杉本あゆみ

文学 。芸術 神谷昌史、戸塚麻子、細田あかね、井上明美

思想 神谷昌史、井上明美

数学 松岡学

物理 松岡学

化学 松岡学

生物 松岡学

現代文 神谷昌史、戸塚麻子、細田あかね、辻本桜子、杉本あゆみ

古文 杉本あゆみ
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7月 13日 2限 目 子ども学科 1年生 業界と職種研究

7月 13日 3限 目 子ども学科 1年生 Excel講座
7月 20日 3限 目 国文学科 2年生 夏休みの過 ごし方

8月 3日 2限 目 子ども学科 2年生 面接練習

10月 3日 5限 目 国文学科 2年生 個別面談

10月 7日 1限 目 子ども学科 1年生 履歴書の書き方

10月 7日 3限 目 国文学科 2年生 個別面談

10月 7日 4限 目 国文学科 1年生 履歴書の書き方

10月  12
日

4限 目 子ども学科 2年生 秋採用に向けて

11 月 18
日

1限 目 子ども学科 1年生 面接練習 I

11 月  25

日
4限 目 国文学科 1年生 面接練習 I

６月‐２

日
1限 目 子ども学科 1年生 面接練習Ⅱ

12月  16
日

4限 目 国文学科 1年生 面接練習Ⅱ

1月 6日 1限 目 子ども学科 1年生 先輩から学ぶ就活 日記

1月 13日 1限 目 子ども学科 1年生 就活直前対策

1月 13日 4限 目 国文学科 1年生 先輩から学ぶ就活 日記

2017

年

1月 13日 5限 目 国文学科 1年生 就活直前対策



英語 辻本桜子、松田茶茶

判断推理 松岡学

数的推理 松岡学

また、卒業後のフォローアップとして、過去 5年以内の卒業生を対象 とした、「げんき会」を

大学祭と同時に実施し、卒業生の現状把握 と卒業後のケアを行うとともに、卒業生が学生時代

の思い出を思い起 し、日ごろの疲れをリフレッシュさせ、仕事へのモチベーションを高められ

るように配慮 した。

2.就職・進路結果

平成 28年度の就職及び進路結果は下表のとおりである。

○学科別の就職 。進路状況

○子ども学科の小学校教諭、幼稚園教諭、保育士の就職者の内訳

小学校 幼稚園 保育所 認定こども園

公 立 私 立 公 立 私 立 公 立 私 立 公 立 私 立

正

規
臨
時
正

規
臨
時
正

規
臨
時
正

規
臨
時
正
規
臨
時
正

規
臨
時
正

規
臨
時
正

規
臨
時

1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 15 1 0 1 6 2

3 0 16 9

28

平成 28年度の取り組みについて
①取 り組みの効果

平成 28年度の就職率について、平成 27年度より良い結果を出すことができた。ず
昨年度の就職率である98.9か ら、平成 28年度は 100%と い う成果を出すこと
ができた。

正規雇用率においても、昨年度の 76.5%か ら上昇した。国文科は 100%、 子
ども学科は 80%で あつた。
主に図書館や一般企業での就職を希望する学生が在籍する国文学科において、就職

卒
業
者
数

一
般
企
業

公
務
員

・
団
体
職
員

。
公
立
小
学
校

。
公
立
認
定
こ
ど
も
園
・
公
立
幼
稚

園

・
公
立
保
育
所
。
公
立
児
童
養
護

施
設

私
立
学
校
事
務

。
私
立
小
学
校

。
私

立
認
定
こ
ど
も
園
。
私
立
幼
稚
園

・

私
立
保
育
所
。私
立
児
童
養
護
施
設

福
祉

。
医
療

進
学

臨
時
職
員

（公
私
立
の
小
学
校

・
認

定
こ
ど
も
園

。
幼
稚
園

・
保
育
所

。

官
公
庁

・
福
祉

・
医
療
）

自
営

。
そ
の
他

国文学科 17 10 1 0 2 2 0 2

子 ども学科 47 9 2 22 4 1 7 2
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率と正規雇用率がともに 100%で あったことは評価されるべき点である。
公務員を目指す学生に対しての支援として、昨年度と同様に公務員試験対策講座を

開催し、 1年生の21名が参力日した。 1日 4時間80分の講座を4日 間実施し、数的
推理、判瞬推理、人文科学、社会科学、自然科学、文章理解の分野について学習させ

た。受講者のうち84%が講座について「良い」もしくは「まあまあ良い」と回答し
ている。また、95%の受講生が今後の学習に役立つ内容だつたと回答しており、公
務員を目指す学生が学習する良い機会を与えられたと考える。

学生が 1年生の間から継続してきた就職支援講座や個人面談により、働くことに姑
するモチベーションが高く、学生がそれぞれの将来について考えられるようになり、

早期から就職活動に積極的に取り組むことができていた。

就職支援講座の回数を平成 28年度は前年度より増加させることができたため、学
生に対して進路指導をする時間が多く確保できた。

学生に射する個別支援の回数を増やすことや教職員の日ごろからの声かけによつ

て、自ら教職員に進路や就職について尋ねる機会をなかなか持てない学生にも指導を

行なうことができていた。個々人に合わせた指導が行なえたことで、就職率と正規雇

用率の向上につながった。

②今後の課題

就職率は100%だ つたので、今後は就職先がそれぞれの学生に更にマンチするよ
うに支援する。そのために、企業に訪間をして情報を収集する必要もある。

図書館司書の求人は事務職等と比較すると全目的に数が少ないこともあり、就職を

希望する地域に正規の司書の求人がない場合は、一般企業に就職する国文学科の学生

も見受けられた。子ども学科においても、公立園への就職を希望する学生のすべてが

公立園で正規雇用される結果には至らなかった。

今後は、公務員を目指す学生に対して、基礎学力を向上させる機会をさらに設ける

必要がある。

編入学を希望する学生に紺 して、本学で取得している単位が進学先でどの程度単位
互換される見込みであるかなどの説明をより丁寧におこなう必要がある。

4.平成 29年度に向けて
平成 28年度までは、就職支援講座は希望者のみ参加する形式だったので、参力日者
の数が少ないケースも見受けられた。平成 29年度からは授業と重複しない時間に就
職支援講座を設定し、原則全員が参加することを必須 とする。それによって、学科や

学年に応じて全ての学生に対 し進路や就職について教える機会を設けていく。さらに、

就職支援講座に外部講師や卒業生を招きく講座の内容の充実を図る。

公務員試験対策講座についても同様に希望者のみが出席する形式だったため、参力日

者が少なかった。筆記試験や公務員試験について今後は、学習する意欲が高い学生や

日程の調整が可能な学生だけではなく、全員の参加が可能な時間帯に設定することが

必要と考える。また期間についても、数日間の短期集中型では学習の効果はあまり見

られないので、.具体的な学習成果が見られるように中長期型に変更することが望まし

ヤヽ 。

本学は小規模大学の特性をいかして個別支援を充実させ られることが利点である

が、個々人への支援と前述のような全体への支援との両面から学生にアプローチでき

るようにしていく。

そのためには、学科の教員 とキャリアデザインセンターの職員との連携をさらに深

める。学生のプライバシーや意向に配慮しながらも、学科とキャリアデザインセンタ
ーで学生の進路に関する情報を共有し、専門分野がそれぞれ異なる教職員が学生に有
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益な情報をより多く与え、学生が自分自身で主体的に進路について決定できるように

する。本学は担任制度を設けており、日々の学生の動向は学科の教員が把握している。

図書館司書や保育職から事務職などへ進路希望を変更する学生についても、学科とキ

ャリアデザインセンターとで連携して支援する。

(4)情報環境の状況
1.学生の情報環境

①情報処理教室

!学生用PC 30台 (富士通) 。レーザープリンタ 3台 (リ コー)
・教員用PC  l台 (富士通) ・サーバー機    1台 (富士通)

②図書館

・学生用PC 15台        ・レーザプリンタ  2台
③キャリアデザインセンター

。学生用ノー トPC 2台 (富士通)
④ラーニングカフェ

・学生用ノー トパソコン 6台 (富士通)
2.図書館の情報環境の整備状況
。図書館コンピュータシステム

・利用者用端末 3台
。有料データベース 2種

・国立情報学研究所の目録所在情報サービス加入継続

・国立国会図書館図書館向けだジタル化資料送信サ
ービス加入継続

(5)社会活動 (大学開放)の状況
1.湖国カルチャエセンター

大学開放講座については、前年度に引き続き高齢者をおもな対象とした戦後文学の講座に加

えて、平成 28年 4月 より障害者差別解消法が施行がされたこともあり、地域の人が安心して暮ら

していける共生社会をめざす「「遊び」とユニバーサルデザイン」の講座をあらたに開講した。ま

た、出前講座については地域の人たちのニーズに応えられるよう1こ幅広い分野の講座を開設す

ることに努めたところ、各団体より依頼がありそれぞれの取り組みに活用いただくことができた。子

育て講演会については外部講師を迎えて、参加者に絵本の読み聞かせの効果を五感で感じて

いただく体験型の講演会を実施してもらつたところ受講者からは大変好評であつた。

◇大学開 開設講座数9開講講座8受講人数148人 実施時間167時間
受講者数講師名期間・回数講座名
80国文学科 非常勤講師

猪飼和喜夫

4月 11日 ～ 3月 6日

(66回 )
書道講座―基本と作品制作一

春学期・秋学期

48子ども学科 非常勤講師

那須 善之

4月 20日 ～ 2月 15日

(20回 )
水彩画講座一身近なものを絵にしましょう一

春学期・秋学期

5国文学科 非常勤講師

野原 薫

5月 26日 ～ 7月 14日

(8回 )
詩仙一李自の世界に遊ぶ―

7国文学科 准教授

戸塚 麻子

5月 31日 ～6月 7日

(2回 )
戦後文学を読む1-梅崎春生「桜島」―

5国文学科 准教授

戸塚 麻子

6月 21日 ～6月 28日

(2回 )
戦後文学を読む2-武 田泰淳「審判」―
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「遊び」とユニバーサルデザイン 9月 1日 ～9月 2日

(2回 )

子ども学科 准教授

人田 清果

3

(夏休み短期集中)たのしい小学生英語 国文学科 講師

辻本 桜子

0

後援 :長浜市。長浜市教育委員会/しが生涯学習アカデミーバ画事業

O出前講座 開設講座数 20
内訳(子育て支援 7、 家庭教育3、 健康 1、 福祉と、読書教育2、 語学と、文学3その他2)
開催講座数4受講人数222人 実施時間4時間30分

○講演会

○展覧会

講座名 講富市 日時 場所 姑象 受講者数

子どもたちを豊かな読書

に導く読み聞かせ

国文学科 教授

平井むつみ

6月 16日 長浜市民交流

センター

ふれあいホール

ジーバーぽこぽこ

長浜地区協議会会員

(読み聞かせホ
゛
ランティア)

年齢 60歳～80代

70

身体を動かして楽しもう 子ども学科 教授

松本 文夫

8月 23日 長浜市立

西黒田公民館

湖北地区障害者生活

支援センター「あ―と」

知的しょうがいて発達しょ

うがい児童

(小学 2年～高校1年 )

27

(児童 20

支援者 7)

漢詩を楽しむ 国文学科非常勤講師

野原 薫

8月 27日 彦根市

西地区公民館

彦根市西地区公民館主

催事業「Vヽきいき講座」

年齢 60代～80代

70

ことばを育てる子どもの

読書

国文学科 教授

平井むつみ

10月 21日 長浜市役所

多目的ルーム

長浜市言葉を大切にす

るまちづくり協議会

会員

55

講演会テーマ 講師 日時 場所 受講者数

人と人をつなぐ絵本の活用 立命館大学大学院

応用人間学科

増田梨花

10月 30日 実習館 1階 501号室 39

作品展 出展内容 日時 場所 入場者教 備 考

第39回 大学書展 国文学科学生 29名

湖国カルチャーセンター

書道講座受講生 33名

作品 74点

10月 29日

10月 30日

(2日 間)

実習館 1階

502号室

78 第 46回滋賀県芸術

文化祭参加事業

同時開催 :

第 5回良寛の碑拓本展

滋賀文教短期大学図書館

所,蔵展

12′点

水彩画講座

水曜回第6回作品展

湖国カルチャーセンター

水彩画講座受講生 22名

作品 51点

平成 29年

3月 9日 ～

15日

(5日 間)

実習館 1階

502号室

96 同時 Fォ月催 :

学生美術演習習作展

15名 。15点
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2.6ん ぶん広場
H28年度の “ぶんぶんひろば"は下記のような目的をもつて実施 した。
(1)子 ども学科の学生が “ぶんぶんひろば"を通して乳幼児とふれあい保育実践力を高め

る。

(2)学生と教員の保育力を生かして社会貢献する場を学生に設け、子育て中の地域の住民

と楽しく有意義な時間を共有する。

(3)本学の課外活動として子育て支援や保育活動を通して 1.2年生の交流を活性化する。

○ ぶんぶんひろば開催状況。内容

回 日 時 内  容

参加学生 参加者

2年生 1年生 子ども 大人

1 5/18(水 ) ふれあい遊び 25 9 25 23

2 6/15(水 ) 開放日 (子育て相談 ) 実習中 11 11 10

3 7/20 (水 ) 夏遊び 21 11 43 32

4 9/21(水 ) 開放日 (子育て相談) 自由参加 10 15 12

5 10/19 (水 ) 感触遊び 授業中 20 20 15

6 11/30(水 ) 手作り楽器 授業中 20 32 27

7 12/21 (水 ) リース作り 授業中 21 40 32

8 1/11(水 ) 冬遊び 授業中 18 36 27

3.環びわ湖大学コンソーシアム単位互換制度による履修生の受け入れ

他大学からの登録は 2件あつたが、本学開設の実際の授業には出席はなかつた。

4.科 目等履修生の受け入れ

なし

5。 研究生の受け入れ

なし

6.委託訓練生の受け入れ

委  託  先 :滋賀県立高等技術専門校
受入学科・数 :子 ども学科  5名

(6)ボランティア活動

平成 27年度、本学と長浜市、長浜警察署と交通安全推進活動に関する三者協定を結んだ。

平成 28年度もこの協定に基づく交通安全ボランティアのほか、地域で開催される事業等へのボラ

ンティアとして学生が参加した。一例を紹介する。

1.交通安全ボランティア

駅改札前での交通安全啓発活動、保育所等交通安全教室参加、交通安全のつどいでの寸

劇披露、交通安全フェスティバルの参カロ

2.通学合宿

長浜市で開催している通学合宿に8名 が参加した。市内小学生と公民館に宿泊しながら通学

し、集団生活を学ぶことで自主性や自立性を育んだ。9月 下旬頃から各地域において、4日 間の

活動を行つた。

3.ツーデーマーチ
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長浜市文化スポーン振興事業国主催のウォーキングイベント「びわ湖長浜ツーデーマーチ」
が、5月 14日・15日 に開催され、学生がボランティアとして参力日した。14日 は本学が参力日者のサ
ービスポイントとなり、学生が飲み物等の提供や誘導を行つた。15日 はゴール会場となる豊公園
で、参加者への支援を行つた。学生が笑顔で対応し、主催者や参加者から好評であつた。

(7)社会奉仕活動

乳がん撲滅のための全国的な運動である「ピンクリボン」運動の長浜での啓発イバントに、学
｀
生 13名がスタッフとして参加した。乳がんに関する資料配付、無料検診の呼びかけを行つたほ
か、親子連れの来場者に向けて工作教室を開き、イベントを盛り上げた。

(8)地域社会との交流
1.長浜市と滋賀文教短期大学との協力に関する包括連携協定による交流活動
長浜市・短大の協力関係を拡充し、地域社会の発展に寄与するため、教育・保育に

関する事業、文化の振興に関する事業など多角的に協力し実施するため協定を平成 2

7年度に締結し、子育て支援開放講座を開催するとともに、大学の教育への助言を受
けた。

2.長浜市と長浜警察署及び滋賀文教短期大学との交通安全推進活動に関する連携協定の
による活動

交通事故防止のために一体となって活動し、交通安全意識、交通マナーの高揚を図り
地域社会の安全に寄与することを目的に締結し、交通安全ボランティアを組織し活動を

行った。

4.委員としての参画

長浜市をはじめとした地域の教育機関等からの要請により、地域の高等教育機関とし

て、または学識経験者として、本学教員が構成委員等として参画 した。本務に支障がな
い限り承認 し、地域社会との交流や貢献を積極的に推進 した。

就任委員会等

松本教授  田村駅周辺整備基本構想策定懇話会委員          ′

長浜市まち・ひと。しごと創生総合戦略ア ドバイザー

神谷教授  長浜市総合計画審議会委員
大橋教授  長浜市教育振興基本計画策定委員会委員

長決市とらひめ認定こども園全国人権保育研究会指導講師

長浜市子ども 。子育て会議委員

長浜市社会教育委員会委員

長浜市教育委員会事務評価委員会委員

平井教授  長浜市図書館協議会委員
長浜市子ども読書活動推進会議委員

荒木教授  長浜市人権尊重審議会委員
長浜市図書館協議会委員

前田教授  長浜市スポーツ振興推進委員会
米原市教育委員会いじめ問題調査委員会委員

滋賀県教育会理事会

小林准教授 長浜市要保護児童対策地域DV協議会会長
長浜市青少年問題協議会委員

甲良町要保護児童対策地域協議会委員

井上講師  東近江市教育委員会緊急対応特別委員会委員
今若助教  東近江市子ども・子育て会議
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その他、滋賀県内市町からの各種委員委嘱

5。 子育て支援講習の開催

滋賀県シルバー人材センター連合会より、シニア対象再就職・就業支援講習会の依頼

を受け、本学において子育て支援講習を開催した。本学子ども学科の専任教員 8名 が 90

分 12講座を担当し、20名 の受講者があつた。

◇平成 28年度子育て支援講習日程 8月 22日 (月 )～ 26日 (金 )

月 日 時間 講習内容 講師名

8月 22日 (月 )

10:30-11:30 開講式・オジエンテーション 連合会

12:30-14:00 子どもの生活習慣と健康 松田茶茶

14:10～ 15:40 園が求める子育て支援について 藤井美津子

8月 23日 (火 )

10:00メψll:30 子どもの遊びと体験① 藤井美津子

12:30-14:00 身体の発達と病気 小林美保子

14:10～ 15:40 子どもの病気の対応について 小林美保子

8月 24日 (水 )

10:00-11:30 子育て支援サービスについて 人田清果

12:30-14:00 子どもの心の発達と保育者 井上明美

14110´Ψ15:40 発達障がいへの理解と支援 井上明美

8月 25日 (木 )

10:00-11:30 子どもの遊びと体験② 今若幸子

12:30-14:00 子どもと関わるときの心構え 大橋英子

14:10-15:40 子どもの安全と事故 大橋英子

8月 26日 (金 )

10:00-11:30 子どもの遊びと体験③ 梅本伸子

11:30-12:30 長浜シルバー人材センター講話 長浜 SC

12:30′彰18:00 閉講式 連合会

(9)国際交流活動
1.留学生の受け入れ

平成28年度は、タイ王国セントジョーンズ学園より3名の留学生を国文学科に受|ナ入れ

た。平成 27年度入学の留学生 2名 と合わせ 5名 の在籍となつた。

2.研修旅行

平成 28年度タイ研修旅行については、応募者数が最少催行人数 10名に満たなかつたた

め、中止することとなつた。

3。国際交流活動

平成 28年度は、国際交流活動の一環として、長浜市民国際交流協会の主催する「なが

はま多文化共生フェスタ」でタイの文化等を紹介したと

(10)学生募集活動

平成 28年度 (2016年度)の学生募集活動は、①オープンキャンパス ②ガイダ
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ンス参加 ③高校訪問の3つを中心に展開してきた。
また、平成 27年度に入試広報課とキャリアデザインセンターを一本化し、入試キャ
ジア課としたことで入日と出日が統一化され、在校生情報や卒業後の進路情報などにつ

いても情報が得やすくなった。

オープンキャンパスに関しては、来場者が昨年度比 105%と 若干増加であった。
高校内ガイダンスや会場ガイダンスなどの回数を増や し、接点を持つた高校生

に積極的にオープンキャンパスに誘導したことが増加の要因となつた。なお、保護者の

参加は昨年並みであつた。

また、平成 28年度入学試験から導入した育成AO入試については定員数において国
文学科 10名 に射し5名、子ども学科 5名 に射し17名 となり、子ども学科において定
員数を大幅に上回ったのに比べ、国文学科においては下回つた。要因として保育士や幼

稚園教諭免許状の取得など卒業後のキャジアがイメージできる子ども学科に希望が偏
り、司書資格の取得はできるものの深い教養を身につけるという国文学科は、受験生に

姑するPR期間が短く、高校生への周知徹底や育成AO入試を受験してもらう魅力伝達
が上手くできていなかつたことが考えられる。平成 30年度入学試験に向けて、今後十
分な時間の中でオープンキャンパスやガイダンスを活用し、広報活動量を増やしていか

なければならない。

一方、平成 29年度入学試験に関しては、志願者は昨年度比 128.9%(国 文学科
は前年比 139%、 子ども学科は前年比 125%)、 入学者は両学科合わせて昨年度比
145%と いう結果であつた。
国文学科においては、入学者数が昨年度比を上回つたものの、定員数に対し充足率 6

0%と 昨年度に引き続き定員を下回つた。国文学科を希望するオープンキャンパス等の
来校者が前年度48名 に対し、平成 28年度 53名 と若干ながら増ノJ日 した。子ども学科
においては、入学者数が昨年度比を大幅に上回り、定員数を大幅に超える結果となった。
出願者数獲得に向けての課題は 2つ考えられる。 1つ 目は受験生が複数校のオー
プンキャンパスに参力日し、厳しく比較、検討していることから、オープンキャンパスの

雰囲気やミニ講義等の内容について今まで以上に高校生に立場に立った魅力ある内容に

進化させて行かなければならない。 2つ 日は、オープンキャンパスヘの来校者のさらな
る増加だと考えられる。現状以上に高校生との直接接点を持ち、来校者数増に繋げる必

要がある。そのためには高校生との接点の場であるガイダンスに積極的に参加する必要
があると考え、平成 28年度は 141回のガイダンス参加や学校訪問に注力した。今後
もガイダンスや高校訪間に注力し、募集活動を強化していかなければならない。

最終的にはオープンキャンパスの在り方が最終的な志願者増力日の鍵となるため、今後
はミニ講義の内容やプログラム構成なども再検討し、在学生を巻き込みながら教職員が
一丸となってオープンキャンパスを運営していくことが求められる。

平成 30年度の募集活動に関しては、引き続き国文学科の募集活動に力を注がなけれ
ばならない。また子ども学科に関しては、近隣大学において前年度に児童学コースが設
けられ、本学と距離も近いことから志願者に大きく影響することが予想されることから

定員確保に向けて、教職員が一丸となり、また在学生も巻き込みながら、オープンキャ
ンパスの内容やプログラム構成、ガイダンスでのPR強化、高校訪問回数の増加をもつ
て定員確保に向かう工夫が必要である。

【入学試験制度】

次の 5種類の入学試験を実施した。
1.指定校推薦入試 :面接、書類審査

指定校推薦特典 :通常入学検定料 30,000円 を10,000円。
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通常入学料 220,000円 を 100,000円

同法人高校からの受験生は入学検定料、入学料免除

2.推薦入試 :

A日程 `B日 程 :志望理由書、書類審査、面接
C日 程 :志望理由書、書類審査

3.一般入試 (前期・後期):学 力試験 (国語総合)、 書類審査、面接
4.社会人入試 (前期・中期):志望理由書、書類審査、面接
*社会人入試後期試験は志願者なし

国文学科入学者のみ「年齢×10,000円」の授業料減免制度を適用 (上限 400,000円 )。

5.育成AO入試  自己 PR・ 面談
*オープンキャンパスヘの参力日必須

【入試結果】 (平成29年度入学生):()は 男性数 (単位 :人 )

入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

国文学科 50 32(1) 32(1) 32(1) 30(1)

子ども学科 50 75(8) 74(8) 63(8) 63(8)

計 100 107(9) 106(9) 95(9) 93(7)

(注)志願者数、受験者数、合格者数、入学者数には留学生 。委託訓練生も含まれます。

(11)教員研究の状況
1.教員研究費の整備

研究計画に基づき専任教員が申請することにより、学長の承認を得て、自らの専門分

野における学術研究・教材研究に要した経費として、一律 10万円まで支給した。

外部資金を活用しての研究業績は、近年、日本学術振興会の科学研究費助成事業の共

同研究者として関わるほか、主任研究員として 27年度に採択されるなど外部資金獲得に

留まらず、社会的な信用や存在感を高めることとなつた。

2.紀要の発刊

各学科で論文の執筆、共同研究を行い、紀要を発刊した。

◇ 研究題目。執筆者

執筆者職氏名 主題

准教授  戸塚麻子
教  授 神谷昌史

高木健夫『北京百景』―『東亜新報』掲載時における題目一覧

講  師 杉本亜由美 『無名抄』考

教 授 荒木重幸 子どもと向き合う ～子育てへの一提言～

准教授 アヽ田清果

准教授 州ヽ林美保子

教  授 大橋英子

「発達面での気になる子ども」の保育の現状と支援

一N市内の保育園・幼稚園口認定こども園への質問紙調査から

分析する一

講  師 松田茶茶
准教授 Jヽ林美保子

ける健康・保健に関する意識的/行保育者養成課程学生

動問題への考察

―保育・幼児教育と青年健康教育の関連性の観点から一
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講  師 井上明美 学生支援における学生相談の専門性
―多様化 H身体化する主訴と相談内容よリー

(12)図書館の状況

施設面に関しては、平成 27年度に図書委員会で認められた書架設置計画に従つて、図
書館 3階に、郷土資料用の書架を設置し、開架資料の収容能力の充実を図つた。また、平
成 27年度よりの懸案であったインターネットコーナー及び視聴コーナーの改善計画を図
書委員会の了承を受けて次年度の実施に向けて策定した。

資料収集に関しては、第一回の図書委員会において、子ども学科から絵本の充実につい

ての要望があり、それを受けて例年より多くの予算配分をして収集にあたつた。その結果
として閲覧室に絵本架の増設が必要となり、これも次年度に向けて 2階閲覧室のレイアウ
ト変更計画を図書委員会に諮り了承された。

その他、今年度は、子ども学科からの要望として出された「実習期間中の日曜日開館」
を試験的に行つたが、利用者がほとんどなかったため、次年度以降は継続しないこととな
つた。

また、「教職員の貸出に期限を設ける」件に関しては、三度の図書委員会を経て、図書

館の原案である「貸出期限を60日 とする」が認められ、平成 29年度より実施すること
となつた。

平成 28年度を終えての図書館の課題は、学生の貸出冊数の落ち込みである。授業関連
での図書館利用は増加しているものの、学生の個人的な興味関心に基づく読書の量が減つ

てきている。これは、本学のみならず社会的な現象ではあるが、短大生にとって読書は重

要であるという認識のもと、学生の読書に関しての取り組みを今後充実させていく計画で

ある。そのために、学年末に全学の学生対象にアンケー トを取らせていただいた。次年度
このアンケー トの結果分析を踏まえて対策を立てていきたい。

1.図書館不U用状況

貸出人数 貸出冊数 受入冊数 奉仕対象者

1,664人 3,030冊 1,700冊

(注)受入冊数の内訳

購入 856冊

寄贈 843冊

弁償  1冊

209人

(注)奉仕対象者は、在学生 (138人 )、 教

職員 (63人 )、 学外者 (11人)、 その他

(2人)を指す。

2。 広報・展示、その他
。「図書館だより」年 4回発行
・ 「テーマ別月刊通信」 10回発行
・テーマ別資料展示 9回 (内 2回は教員による企画展示 )
・ ミニ展示 3回 (内 1回は教員との共同展示 )
。司書のおすすめ本 10回
。図書館公式アカウントによる Twitter

・第 5回良寛拓本展を国文学科書道の授業と共催
。図書館を利用 した講義回数 110回

講  師 辻本桜子 高校野球 H選手宣誓分に関する一考察
―「感動を与えたい」という表現を巡つて一
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(13)施設・設備の状況

平成 28年度に実施した主な施設・設備の更新及び改修等状況は次のとおりであつた。
・ 校舎中庭スロープエ事  (1, 886, 000円 )

安全確保・バジアフリー化のため通路段差を解消するためスロープを設置

・ 学生寮 (グ リーンハイン)エアコン更新  (1, 026, 000円 )

エアコンが老朽化のため除湿機能・冷暖房機能が著しく低下しており、学生の

生活環境を改善

・ 防犯用校内監視カメラの設置  (539,568円 )

夜間無人紺策、日中における不審者への対応を行うため各出入
!日 を中心に監

視カメラを設置し、安全管理を行つた。

・ 体育館 2階サッシ廻り改修工事  (1, 447, 200円 )

経年劣化によリシーリングが剥がれ、雨水等の侵入があり雨漏り、建物の劣

化につながるため改修工事を実施

・ 本館事務室・研究館 2階教員研究室エアコン更新  (6, 480,000円 )

本館事務室・研究館 2階教員研究室エアコンは、 1990年 代に設置され、
20年以上が経過し、故障時対応ができないことから教職員の執務環境の維持

のため更新。

・ 本館 305教室空調機器更新   (1, 725, 840円 )

老朽化 (2000年 設置)のため冷房能力が低下し教室内全体の空調ができ
ない状態にあり、学生等の授業環境を改善するため更新。

。 中庭改修工事  (2, 160, 000円 )

長尺ビニールシー トの経年劣化によりめくれ、破れが著しいため全面インタ

ーロッキングにより施工し、安全管理を行う。

・ 大学ホームページの更新   (2, 104, ooo円 )

大学の広報媒体として円滑かつ迅速な情報提供を行うため更新。

・ 本館 4階 402教室・ 403教室己女修工事  (1, 620, 000円 )

入学予定者の増及びカリキュラム構成上教室の不足が生じるため、4階作業

室を一般教室に改修

・ 本館 4階廊下改修工事   (1, 555, 200円 )

4階教室改修に伴い廊下部分の壁面塗装及び廊下照明を改修し学内環境整備

を行う

。 本館 4階 402・ 403教室エアコン設置工事   (1, 620, 000円 )

402・ 403教 室改修に伴い、両教室ともエアコンが設置されていないた
め、学生の学習環境を整備するため設置。

・ 電力自由化に伴う電力供給会社の変更

平成 28年 4月 より電力供給が自由化されたことにより、電力供給会社の見

直しを行い、新電力会社と需給契約を締結し電力料金の節減を図った。

(14)自 己点検・ 自己評価

短期大学は、学校教育法第第百九条により、その教育研究水準の向上に資するため、

文都科学大臣の定めるところにより、当該大学の教育及び研究、組織及び運営並びに施

設及び設備 (次項において「教育研究等」という。)の状況について自ら点検及び評価

を行い、その結果を公表しなければならない。

1.平成 27年度第二者評価
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一般財団法人短期大学基準協会による第二者評価により、本学の掲げる教育理念
の実現及び教育目標の達成に向けて改善に努めており、短期大学評価基準を満たし

ていることから適格であると認定された 。

2.平成 27年度 自己点検 。評価報告書の作成と公表
平成 27年度の自己点検評価を評価報告書に取りまとめ、ホームページで公表し
た。

3.平成 28年度 自己点検の実施
① 「教員自己目標管理シー ト」及び「職員自己点検」

短期大学基準協会が定める評価基準においては、日常的に点検・評価を行うこと

と、全構成員が自己点検に関わることが求められており、本学においても、全教職

員が実施するような取り組みを行つている。

教員においては、「教員自己目標管理シート」にて教育活動、研究活動、学内活

動、社会的活動・関与という項目について年度当初に目標を設定し、各学期ごとに

達成度を点検している。

職員においては、「職員自己点検表」にて、同じく年度当初に目標を設定し、各

学期ごとに達成度を点検している。また、部署内での問題意識の共有や、コミュニ

ケーションを図るために、職員自己点検表を元にした課長との面談を行つている。

本人の成長したい姿と、組織として成長して欲しい姿を一致させ、効果的な人材育

成を目指している。

②委員会等活動報告書

各学科や各種委員会の活動を点検するとともに、次年度への円滑な引き継ぎを行

うために、年度末に学科長及び委員長が年間の総評と次年度の課題を記載している。

年度の議事録とともに添付され、いつでも閲覧できるようになっている。

③ 「授業アンケー ト」及び「授業検討表」

教員が授業内容の改善及び向上を図るため、「学生アンケー ト」を実施している。
ステークホルダーに教育の質を保証する ためてホームページ上で結果を公表す
ることとした。 (ただし、個別の講義については、個人が特定される恐れもあるこ

とから、学科全体のアンケー ト結果のみ公表することとした)こ の結果を受けて、
学科長が分析・総評し、これについても公表しているど

個々の講義については、教員が集計結果に基づいて、「授業検討表」を作成し、

次年度の改善等について具体的に示している。各授業のアンケー ト結果に、この授

業検 討表を添付し、学生は学生ホールで誰でも閲覧できることとなつており、授
業改善に対する説明責任を果たすとともに、次年度に学生が履修する際に参考とな

るようにしている。
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機関別評価結果

滋賀文教短期大学は、本協会が定める短期大学評価基準を満たしていることから、平成

29年 3月 10日 付で適格と認める。

機関別評価結果の事由

1.総評

平成

'7年

6月 17日 付で当該短期大学からの申請を受け、本協会は第二者評価を行つた

ところであるが、評価の結果、当該短期大学は、自らの掲げる教育理念の実現及び教育目

標の達成に向けて改善に努めており、本協会が定める短期大学評価基準を満たしていると

判断した。

上記の判断に至った事由は、おおよそ次のとおりである。

当該短期大学は、設立以来「教育は人にあり、国家の未来は教育にかかつている。教育

の向上には、まず、教育者の養成が重要である」という教育理念を継承し、「信義」
。「至誠」・

「質実」・「温和」・「漸進どを学訂|と して、社会に貢献できる人材を養成するため、地域 と

ともに歩んできた。建学の精神は、各学科の教育目的 。目標とともに、学生便覧や学内の

掲示、ウェブサイ ト等によつて学内外に表明されており、定期的に確認がなされている。

自己点検・評価は、「自己点検・自己評価規程」により設置された自己点検・評価委員会に

よる毎年の点検 `評価のほか、教職員がそれぞれ自己点検・評価を行う仕組みが作られて

いる。

学位授与の方針、教育課程編成 。実施の方針、入学者受け入れの方針が定められ、学生

便覧やウエブサイ トにより学内外に周知されている。教育課程は、教育課程編成
t実施の

方針に基づいて編成され、学科会議で定期的に見直されている。学習成果は、建学の精神

及び教育目的 e目 標に基づき、五つの能力として定められ、「達成確認シー ト」、
「教職課程

履修カルテ」、GPA、 学生授業アンケー ト、卒業生アンケー ト等様々な方法によつて評価

されている。

入学者受け入れの方針は学生募集要項にも明示し、進学相談会、オープンキャンパス等

で説明している。平成 27年度から導入された「育成 AO入試」では、「入学前サポー トプ
ログラム」や面談によって入学者受け入れの方針との適合を図り、退学者の減少につとめ

ている。

学習成果の獲得に向けて、国文学科では「サポーター制」、子ども学科では
「担任制」

によつてきめ細かし`支援・指導を行つている。学生に対する支援は入学前サポー トプログ

ラムから「元気会」による卒業生支援まで継続されている。授業においても、ラーニング

カフェや図書館を利用 したアクティブラーニング等、少人数教育の利点を生かした取り組

みが展開されている。就職支援は入試キャリア課を中心に行われており、学生の生活支援

としては学生委員会が設置され、教職協働の支援体制が整備されている。成績優秀な学生

の就学支援として奨学金缶1度が活用されている。なお、評価の過程で、学生募集要項にお
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いて募集人員が適切に記載されていないという、早急に改善を要する事項が認められたが、

その後、機関別評価結果の判定までに改善されたことを確認した。今後は、当該短期大学
の継統的な教育の質保証を図るとともに、その向上 e充実に向けてよリー層の自己点検・

評価活動が求められる。

地域に根差す短期大学という位置付けから、湖国カルチャーセンターの公開講座、未就

学児及びその保護者を支援する「ぶんぶんひろぼ」での活動、そして長浜市との包播連携

協定及び交通安全推進活動に関する連携協定の締結等によつて、地域の発展に寄与してい

る。さらに「基礎カプログラム」や、「通学合宿」等の企画において学生がボランテイアと

して積極的に参加し、地域に貢献している。

教員組織は短期大学設置基準を充足し、教育課程編成 。実施の方針に基づいて整備され

ている。専任教員の研究活動のための各種規程を整備し、研究日も確保され、研究成果は

ウェブサイ トに公開されている。FD規程に基づき FD委員会を中心に FD活動が行われ
ている。事務組織は、組織規程・事務分掌規程に基づき編成され、責任体制が明確化され

ている。また、SD規程に基づくSD活動により、業務の改善が図られている。
校地・校舎面積は短期大学設置基秦を充足しており、グラタンド及び体育館、図書館も

適切な面積を有している。講義・演習室等は適切に確保され、機器備品も整備されている。

施設設備は規程を整備 し、適切に維持管理されている。火災・地震時の対策、情報セキュ

ジテイ対策も講じられている。

学校法人全体及び短期大学部門は、過去 8年間、事業活動収支が支出超過となつている
が、経営改善計画を策定し改善に取り組んでいる。

理事長は、建学の精神をよく理解し、学校法人全体の運営に責任を持っ|ている。理事長

は学長を兼任し、理事会、運営協議会、教桜会(事務局の運営にしつかりとしたリーダ‐
シップが発揮されている。評議員会は、理事定数の 2倍を超える人数で組識されており、
理事長を含め役員の諮問機関として役割を果たしている。なお、評価の過程で、監事が出

席していない理事会、評議員会が複数回開催され、学校法人の業務及び財産の状況につい

て適切に把握した霞査業務が行われていないという、早急に改善を要する事項が認められ

たが、その後、機関別評価結果の判定までに改善されたことを確認した。今後は、よリー

層ガバナンス機能が適切に発揮されるよう学校法人運営を行うことが求められる。

教育情報の公表及び財務情報の公開はウェブサイ トにより行っている。

2.三つの意見
本協会の評価のねらいは、短期大学教育の継続的な質保証を図り、短期大学の主体的な

改革・改善を支援することにある。そのため、本協会では、短期大学評価基準に従つて判

定される前述の「機関別評価結果」や後述の「基準別評価結果」に加えて、当該短期大学

の個性を尊重し半その向上 。充実を図る観点から以下の見解を持つ。

(1)特に優れた試み と評価できる事項
本協会は当該短期大学の以下の事項について、高等教育機関として短期大学が有すべき

水準に照らし、優れた成果をあげている試みや特長的な試みと考える。
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基準 I 建学の精神と教育の効果
[テーマA 建学の精神]
O 建学の精神は、学生便覧やウェブサ/ト ヘ?掲載、入学当初のオジエンテーション等
によつて表明され、常に教職員や学生の目に留まるように学内各所に掲示されている。

特に、国文学科においては、「基礎カプログラム」の授業を通して、アクティブラーニ

ングで建学の精神を実践するための学訓を認識できる環境が作られている。

[テーマ B 教育の効果](
O 達成確認シー ト、教職課程履修カルテ、授業評価アンクー ト、卒業生アンケー ト、進
路先アンケー ト等、学習成果点検の試みが活発に展開されている。授業評価アンケー ト

全体の結果はウェブサイ トで公開されるとともに、科目ごとの考察と授業改善計画が書

かれた「授業検討票」については、個々の学生が自由に関覧できる仕組みが整えられて

Vヽ る。

基準E 教育課程と学生支援
[テーマ B 学生支援 ]
○ 学生支援については、国文学科ではサポーター制、子ども学科では担任常1に よつて、
少人数の学生に対し 1名の教員が配置されきめ細かく対応している。さらに、ラーニン

グカフェの開設、グループワークなどに対応した図書館 レイアウトの配置など、アクテ

ィプラーニングの促進が図られている。

基準Ⅲ 教育資源と財的資源
[テーマA 人的資源 ]
○ 職員の自発的研鑽を促すため、各自が「職員自己点検表」を学期ごとに作成 し、達成
目標を設定し学期末には自己評価を行つている。また月 1回 SD研修会を開催 し、研鑽
の場を設けている。事務職員個々においても事務局全体としても、PDCAサイクルを回
す仕組みが整っている。

基準Ⅳ ヅーダーシップとガパナンス
[テーマ B 学長のリーダーシンプ]
① 学長は、入学式後の教員連絡会においては非常勤を含む全教職員に対し、建学の精神
及び教育理念について、周宍旧徹底を図つていると

(2)向上 日売実のための課題
本協会は以下に示す事項について、当該短期大学が改善を図り、その教育研究活動など

の更なる向上・充実に努めることを期待する。なお、本欄の記載事項は、各基準の評価結

果 (合・否)と 連動するものではない。
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基準 I 建学の精神と教育の効果
[テーマ B 教育の効果]
○ 両学科において教育の点検・評価の様々な試みが実施されているものの、データを集
約 こ解析するシステムが整つていないので、測定したデータを十分に活用できる仕組み

を整備されたい。

基準Ⅲ 教育資源と財的資源
[テーマ D 財的資源]
○ 余裕資金はあるものの、学校法人全体及び短期大学部門の事業活動収支が 3年間支出
超過となっているので、収支バランスの改善が望まれる。

O 短期大学全体の収容定員充足率が低いので、充足率を上げるよう努力されたい。

(3)早急に改善を要すると判断される事項
以下に示す事項は、問題・課題などが深刻であり、速やかな対応が望まれる。

基準Ⅱ 教育腺程と学生支援
だテーマ B 学生支援]
O 評価の過程で、学生募集要項における募集人員を入試方法の区分ごとに明記せず、入
学定員に適合した記載になっていないという閣題が認められた。

当該問題については、機関別評価結果の判定までに改善されたことを確認 した。今後

は、当該短期大学の継統的な教育の質朱証を図るとともに、その向上・充実に向けてよ

リー層の自己点検・評価活動に取り組まれたい。

基準Ⅳ ンーダーシップとガパナンス
[テーマ C ガバナンス]
① 評価の過程で、監事が出席していない理事会、評議員会が数回開催され、学校法人の
業務及び財産の状況について適切に把握した毯査業務が行われていないという問題が

認められた。

当該 F口見題については、機関別評価結果の判定までに改善されたことを確認した。今後

は、よリー層ガバナンス機能が適切に発揮されるよう学校法人運営に取り組まれたい。
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3.基準別評価結果

以下に、各基準の評価結果 (合・否)及び当該基蜂を合又は否と判定するに至った事由

を示す。

基 準 評価結果

基準 I 建学の精神と教育の効果 A
口

基準Ⅱ 教育課程と学生支援 △
ロ

基準Ⅲ 教育資源と財的資源 合

基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス ▲
ロ

各基準の評価

基準 I 建学の精神と教育の効果
当該短期大学は、「教育は人にあり、国家の未来は教育にかかつている。教育の向上に

は、まず、教育者の養成が重要である」という創設者の言葉を教育理念として掲げ、
「知育」・

「徳育」。「体育」の鼎立と調和の取れた人間形成を建学の精神とし、現在では教員養成の

みならず多様な人材の養成を目指している。この建学の精ネ申は、学生に対しては入学前教

育や入学式、オリエンテーション、学生便覧、学内施設への掲示などによつて周知され、

教職員に対しては学長による講話によつて共有されている。さらに学外に向けては、ウェ

ブサイトや大学案内にて表明されている。また、建学の精神の意義は、定期的に点検と再

評価が行われている。

学科の教育目的・目標は、学生便覧や学内の掲示、大学案内、ウェブサイ ト等によつて、

学内外に表明されるとともに、毎年点検・検討され、自己点検・評価委員会や運営協議会

において確認されている。子ども学科における学習成果については、学生の質との整合性

を図るため、学位授与の方針の一部見直しが検討されている。

学科の学習成果は、それぞれ五つの能力として定められ、学生便覧により学内外に表明

されている。学習成果は、学科ごとに量的 ,質的データとして測定され、学科会議により

定期的に点検されている。

学習成果の査定は、G14、 単位修得状況、成績評価基準、達成確認シー ト、教職課程履

修カルテや、授業アンケー ト等各種アンケー トによつて行われ、教員はその達成状況を確

認するとともに、授業改善計画を記した「授業検討票」を提出している。このように摂業

の向上と充実を図るための PDCAサイクルを有しているが、さらに、得られたデータを多

角的に分析し、改善計画に反映させるという仕組みの確立が望まれる。授業評価アンケー

トの結果はウェブサイ トで公開され、授業検討票は学生が学務課窓口で閲覧できるなど、

十分な公開性をもつている。

「自己点検 t自 己評価規程」により設置された自己点検・評価委員会によつて、毎年、

自己点検・評価が行われている。また、平成 25年度に茨城女子短期大学と相互評価実施

に関する協定書を交わし、短期大学問相互評価を行 うとともにその結果をウェブサイ トに

公開している。さらに、各教職員が「個人目標自己管理シー ト」、「職員自己点検表」によ

って自己点検・評価を行 う仕組みを有している。

5



基準I 教育課程と学生支援
学位授与の方針は、それぞれの学科の学習成果に対応しており、学生便覧、タェブサイ

ト等により学内外に表明されている。

教育課程は、教育課程編成 ,実施の方針に基づき適切に編成され、学科会議で定期的に

見直されている。教職豊課程を廃止したため、国文学科においては教育目的 。目標及び教育

課程の見直しを課題 としている。成績評価の基準、卒業の要件、資格取得の要件は学則に

示している。成績評価については、各授業科目の評価方法をシラバスに明示し、適切に評

価している。シラバスには、授業外学習を含む必要事項が明示されている。

各学科とも学習成果は、建学の精神及び教育目的・目標に基づき定められている。個々

の学習成果は、GPA、 達成確認シー ト、授業アンケー ト、進路先アンケー ト等で査定可能

である。

学生の卒業後評価の取り組みとして、進路先へのアンケー ト、実習訪間時の聴取、卒業

生対象の「元気会」におけるアンケー ト等があるが、データの集約、分析、活用が課題と

なっている。

教員は、達成確認シー ト、授業アンケー ト、進路先アンケー トなどによつて学習成果を

把握し、特に学生による授業評価に対しては「授業検討票」を作成して授業改善を行つて

いる。職員は、平成 27年度から月 1回、SD研修会を行つている。図書館、ラーニングカ
フェ等コンピュータ配備の施設が、アクティブラーニング等に活用されている。

学習支援として、全ての入学手続者に対して各学科の特質に合わせた入学前教育を実施

している。入学後は、国文学科はサポーター常J、 子ども学科は担任制を通してきめ細かい

指導を行つている。

生活支援については学生委員会が設置され、教職協働の支援体制が整備されている。ま

た学生懇談会や学生支援に関するアンケー トを実施して学生の要望を担握し、ピアノ室な

どの学習設備やキャンパス・アメニティなどの充実に生かしている。学生のメンタルヘル

スケアやカウンセリングについては、平成 27年度から専任教員による学生相談の体制が
整えられている。しかし、障がい者に対応 した施設や、発達障がいのある学生への支援に

ついては課題が残る。就学支援については「捧賀文教短期大学奨学金制度」を整備 してい

る。姉妹校提携 しているタイ国からの留学生に対しては、外国人留学生規程に基づいた奨

学金を支給し、学務課内に支援室を設け、経済面・学習面の支援体制を整えている。また、

地域に根差す短期大学として、子育て支援を目的とした「ぶんぶんひろば」、地域の子ども

達の「通学合宿」等、学生のボランティア活動や地域貢献活動の場を積極的に展開し、学

生の日頃の学習成果を生かした活動が活発に行われている。

進路支援については、入試キャリア課が、入学から卒業までの一括したデータ管理を行
い、進路支援に取り組んでいる。国束学科においては「基礎カプログラム」によって社会

人基礎力の育成を図つている。   :
入学者受け入れの方針は、学生募集要項、ウェブサイ ト、進学相談会、オープンキャン
パス等において明示している。特に平成 27年度から、高大接続改革実行プランに対応し
た「育成 AO入試」を導入し、入学後の学習につながる動機付けを行っている。またプレ
キャンパスセミナーによって入学後の学生生活についての情報を提供している。なお、学
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生募集要項における募集人員が入試方法の区分ごとに明記されていなかつた点については、

機関別評価結果の判定までに改善されたことを確認 した。

基準Ⅲ 教育資源と財的資源
教員組織は短期大学設置基準を充足し、教育課程編成 `実施の方針に基づいて整備され

ている。

専任教員の研究活動のための各種規程を整備し、研究日も十分確保され、研究成果はウ

手ブサイ トに公開されている。ここ数年、学会誌や研究紀要への投稿も増加傾向にあり、

科学研究費補助金等外部資金も獲得している。専任教員の国外における国際会議の出席や

海外派遣については、「就業規則」及び「海外派遣研究員規程」の範囲内で出席が可能であ

る。FD規程に基づき FD委員会を中心に FD活動が行われている。
事務組織は、組織規程、事務分掌規程に基づき編成され、責任体制が明確化されている。

また、SD規程に基づき SD活動を原則月 1回行い、業務の改善が図られている。 さらに
職員の自発的な自己研鑽を促すため、職員は職員自己点検表を学期ごとに作成 し、達成目

標を設定し学期末には自己評価が行われている。

教職員の就業に関しては藷規程を整備し、周知している。

校地・校舎面積は短期大学設置基準を充足してお り、グラタンド及び体育館、図書館も

適切な面積を有している。講義・演習室等は適切に確保され、機器備品も整備されている。

ただし、エレベーター、点字ブロック等が設置されておらず、障がい者への配慮は十分と

はいえない。

施設設備は規程を整備し、適切に維持管理されている。火災・地震時の対策 として、消

防計画を立案し、火災・地震を想定した防災訓練を全教職員、学生の参加により年 1回実

施している。情報セキュリティ対策も講じられている。

情報機器は平成27年度に情報処理室のコンピュータ設備を更新し、情報教育資源として

情報教育の充実を図つており、ラーニングカフェや図書館等の学生共用スペースにはパソ

コンを設置し学生の就学・進路支援を行つている。

当該短期大学の収容定員の充足率は低く、学校法人全体及び短期大学部門の過去 3年間

の事業活動収支は支出超過となつている。学校法人全体では余裕資金もあり、貸借対照表

比率は健全な状態であるが、経営改善計画を策定し、平成 31年度を目途に短期大学の学

科再編、姉妹校 (タ イ国)か らの留学生受け入れなど定員充足率の改善、支出においては

管理経費の削減などを目指している。なお、教育研究経費比率は適正である。

基準Ⅳ リーダーシツプとガバナンス
学長を兼任する理事長は(創設者の教育理念及び建学の精神を十分理解 し、あらゆる機

会を通じ、学内はもとより、広く学外に学校法人の設立の意義や目的を発信 している。

理事会は、学校法人の業務を決し、決算年度の事業計画や事業報告も諮ってお り、第二

者評価に対する役割を果たし責任を負つている。理事は、学校法人の建学の精神を理解し、

健全な経営について学識及び識見を有している。理事は、私立学校法及び寄附行為に基づ
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き、適正に選任されている。

学長は、教育研究活動を向上 `充実できるよう、学内組織を整備し、リーダーシップを

発揮している。学長のリーダーシップの下、地域貢献に積極的に取り組んできた成果とし

て「平成 27年度私立大学等改革総合支援事業 (タ イプ 2特色を発揮し、地域の発展を重
層的に支える大学づくり)」 に採択されている。また、「平成 27年度私立学校施設整備費
補助金」にも採択され、子ども学科における保育士養成や、子育て支援 (「ぶんぶんひろば」

等)を充実させるための実習施設を建設することとなった。 さらにコンピュータの酉己備、
ピアノ室の増設等施設設備も充実しつつある。

各部署の管理職で構成された運営協議会が学長の諮問機関として機能している。また、

教授会は全専任教員で構成されており、教育研究上の審議機関として役割を果たしている。

教授会の下には、委員会等を設置しており、規程により運営されている。ただし、教授

会、運営協議会、委員会の関係 (連携)が明確でない上に、委員会の活動実態に関する記
録が整備されているとは言い難い。各種規程、委員会規程等を今後更に整備し、議事録を

整備する体制を確立して、委員会の機能が十分に発揮されることが望ましい。

監事は、寄附行為に基づき選任され、学校法人の業務又は財産の状況について、毎会計

年度監査報告書を作成し、当該会計年度終了後 2か月以内に理事会及び評議員会に提出し
ている。なお、監事が出席 していない理事会、評議員会が数回開催され、学校法人の業務

及び財産の状況について適切に把握した監査業務が行われていなかった点については、機

関別評価結果の判定までに改善されたことを確認した。

評議員会は、私立学校株及び寄附行為に基づき、理事定数の 2倍を超える人数で組識さ
れ、予算及び重要な資産の処分に関することや事業計画等について意見を述べ、理事長を

含め役員の諮問機関として役割を果たしている。

学校法人の各部門の事業計画案は、法人本部事務局に提出され、理事長及び法人本部事

務局が適宜ヒアジングを行つている。予算は、3月 開催の評議員会で意見を聞き、理事会

に諮り決定される。計算書類については、学校法人の経営状況及び財政状態を適正に表示

していると資産及び資金の管理と運用は、規程に従つて、安全かつ適正に管理・運営して

ヤ`る。

教育情報及び財務情報は、タェプサイ トにおいて公表 。公開している。
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選択的評価結果

本協会は、短期大学の個性を伸長させることを目的として、「教養教育の取 り組み」、「職

業教育の取り組み」、「地域貢献の取り組み」という三つの選択的評価基準を設けている。

これらの二つの取り組みは 4基準にも含まれているが、各短理大学の取り組みの特色がよ

り鮮明になるよう、4基準とは別に設定した。

選択的評価は個々の短期大学の希望に応じて実施 し、課外活動も含め、それぞれの独自

性が一層発揮されるよう当該短期大学の取り組みの達成状況等について評価を行つた。

地域貢献の取 り組みについて

総評

研究成果及び教育機能を広く社会に提供し、地域貢献に資することを目的に、公開講

座開設等の事業を行う「湖国カルチャーセンター」を設置している。なかでも「書道講

座」と「水彩画講座」では、「滋賀文教短期大学大学書展」、「水彩画講座水曜会作品展」

を開催 し、学生の授業内での作品も出展していることから、学習成果発表と地域交流の

機会となっている。

子ども学科においては、地域の未就学児とその保護者を支援する
「ボんぶんひろば」

を実施してぃる。平成 27年度は 7回開催し、市内唯―の、保育士養成施設が実施する講

座として、地域の支持を得ている。

平成 8年度から平成 27年度まで、文都科学大臣の委嘱を受け、図書館司書講習を開講

し、その間 1000人 を超える司書有資格者を養成していると

地域社会との交流及び連携活動が実績となり、「平成 27年度私立大学等改革総合支援事

業 (タイプ 2特色を発揮し、地域の発展を重層的に支える大学づくり)」 に採択された。

あわせて「平成 27年度私立学校施設整備費補助金 (私立学校教育研究装置等施設整備費

(私立大学・大学院等教育研究装置施設整備費))」 を獲得 し、子ども学科における保育士

養成や、子育て支援 (「ぶんぶんひろば」等)を充実させるための実習施設を建設すること

となった。

地域行政との活動については、平成 27年度に「長浜市と滋賀文教短期大学との協力に

関する包括連携協定書」を締結し、教育、文化、生涯学習、地域社会の活性化に関するこ

となど、包括的に連携協力していくことが示された。また、これに基づく連携協定として

「長浜市と長浜警察署及び滋賀文教短期大学との交通安全推進活動に関する連携協定書」

を締結し、市と警察と大学の三者が協力して交通安全推進活動を展開する体制が作られて

いる。

ボランティア活動についても上記の「交通安全推進活動に関する連携協定」を契機とし

て、活発化している。子ども学科の学生は、交通安全を題材にした寸劇の被露や、交通安

全教室の補助を行つた。国文学科の学生は街頭啓発活動や、交通安全フェスティバルの準

備や当日の手伝いを行つた。

国文学科の必修科目「基礎カプログラムШ」では、ボランティアによる地域貢献と、学
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生の学習を結び付けたサービスラーニングを実践しており、さらに「基礎カプログラムⅣ」
において、その実践結果の検証及び学習成果の発表を行つている。

長浜市では、自らの力や他者との協力の中で「生きる力」を身に付けることをねらいと
して、小中学生が、地域の協力を得て公民館等で一定期間寝泊まりし、そこから学校に通

う「通学合宿」という取り組みが行われており、子ども学科の学生を中心にボランティア

としてこの活動に参力日しているc

当該短期大学の特色が表れている取 り組み

〇 研究成果及び教育機能を広く社会に提供し、地域貢献に資することを目的に、公開
講座 F婦設等の事業を行 う「糊国カルチャーセンター」を設置 している。書道講座は「滋

賀文教短期大学大学書展」、水彩画講座は「水彩画講座水曜会作品展Jと題 して一般
開放しており、多くの受講生が出品している。また、学生の授業内での作品も展示し

ており、受講生や地域の方に学習成果を発表する機会ともなっている。

O 子ども学科において、地域の未就学児とその保護者を支援する「ボんぶんひろば」
を実施している。この取り組みは、学生が子どもたちと交流できる機会として、また、
保護者が保育の専門知識を有する当該短期大学の教員に相談できる機会として、貴重

な場となつている。さらに、この主体的な子育て支援や保育活動は、学生のサービス

ラーニングの機会にもなっており、学習成果の獲得につながっている。

○ 県内の短期大学 。大学で唯―の司書課程をもつ短期大学として、平成 8年度から文
部科学大臣ゅ委嘱を受け、図書館司書講習を開講している。平成 27年度で 20年を迎
え、その間 1000人を超える司書有資格者を養成し地域に貢献してきた。
O 長浜市と長浜警察署及び当該短期大学との三者が連携し、交通安全推進活動を実施し
ている。市と警察と大学の三者が、協定を締結して連携する取り組みは滋賀県内初の試

みであり、これを契機として、学生のボランティア活動が活発化している。さらに、こ
の推進活動を授業に結び付け、学習成果の獲得に生かすサエビスラーニングの実現につ

いて検討している。

O 国文学科の必修科目「基礎カプログラムⅢ」は、授業において、地域で募集されてい
るボランティアの調査、選定するためのグループディスカッション、日程調整や交渉等

を行い、夏期休業期間中に実践することを含誤すという、ボランティアによる地域貢献と、

学生の学習を結び付けたサービスラーニングの実践となっている。さらに、その実践結

果の検証及び学習成果の発表を「基礎カプログラムⅣ」で行っており、これらの地域貢

献の活動を学生の学習成果獲得の機会として生かしている。
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平成 29年度 ぶんぶんひろば実施要綱

1.名前  ぶんぶんひろば

21 目的
*学 生と教員の保育力を活かして地域課題である社会に貢献する場を学内に設け、子
育て中の地域の住民と楽しく有意義な時間を共有する。

*子 ども学科の学生が 【ぶんぶんひろぼ】を通して平L幼児とふれあい保育の実践力を高
め実施する。

*本 学の課外活動としての子育て支援や保育活動を通して 1・ 2年生 。国文学科の交流を
活性化する。

*地域課題としての子育て支援や、子育て支援に資することのできる人材養成について、
ぶんぶんひろぱを通して、教員が実践事例研究を行う。

3.開催回数と時期
【ぶんぶんひろば】は年7回、春・秋共に水曜

時間 :10:45～ 12100(2時限目)とする。
事前打ち合わせを2回、基礎カプログラムの授業内で行う。『別紙参照』

4.対象者  乳幼児 (0～5歳児)30数名とその保護者

5.指導者  本大学こども学科教員

6.保護者等への周矢ロ   
イ

案内文は、教員指導の下において、国文学科学生が作成 し、長浜市内に広報する。

茉 水分補給は各自がすること。
* おやつはなし

7.学生への周知
① 基礎カプログラムの授業内にて全員に担当教員が周知する。

② 春学期は2年生、秋学期は1年生が主体的に行う。

③ 当日の指導案は事前に担当するグループが作成し担当教員に提出
④ 事前打ち合わせ、環境準備等の担当を決めグループ内で行う。

⑤ リハーサルは当日基礎カプログラムの1時限目に全員参加の上行う。
⑥ 【ぶんぶんひろば】は2時限目に担当グループ、駐車場グルエプが参加。

8.安全面
保護者負担として毎国参加する乳幼児、保護者各 1名 に 50円 (グループ事業傷害保険料)

として、当日受付で保護者が支払う。 (お金の受け渡しは教員がする)





平成 29年度ぶんぶんひろば

回 同 時 内  容

1
4/26

(水 )
ふれあいあそび

2
5/24

(水 )
身体を動かしたあそび

3 7/12

(水 )
夏のあそび

4 9/27

(水 )
さわつてあそぶ

5 10/25

(水 )
ミニ運動会

6 11/29

(水 )
楽器あそび

7 12/20

(水 )
お楽しみ会





就学前教 育 にかかる人材確保 の現状 と課題

【幼児課・就学前教育にかかる人材確保対策について】

資料 2
教育委員会事務局 幼児課

■は じめに

「長浜市就学前教育カリキュラム」の策定

教育施設・保育施設を一元化
｀

‐
保育士の確保が喫緊の課題

■保育士人材確保の現状 と課題について

幼児期における質の高い保育・教育の実践

保育士不足

H27年 H29 長浜市立園所 教諭・保育士等数の推移
H27 H28 H29

正規定数 277 294 303
正規配置数 237 234 237
正規の欠員数 40 60 66

L 資格を有 しながら

保育士としての勤務を

希望 し,な い

理由は ?     「

・
′
賃金が希望と合わない

・休暇が 少ない、
｀
休暇が取 りに くい

。責任の重さ、事故への不安

,就業時間が希望と合わない

「潜在保育士」が全国で約 16万 人
教諭保育士等数の推移

ｍ

的

Ш

鉤

獅

Ш

二■■
正規臨時′ヽ一卜【必要敷】

●敦輸 保富士筆数の推移H2,

正規臨時′ヽ―卜〔配Ё敷】

●教諦ヽ保首■筆数の構1多い23

紺欠員敬

■敦齢 保奮士等数の催移H29



■保育士人材確保の方策について  '
・処遇改善や勤務環境の改善に取 り組む

・事故や保護者対応など、サポー ト体制の充実 |

・行政と大学が連携 したキャリア支援

・保育実習の充実

☆ 看護師・養護教諭・事務職等 専門職の配置
☆ 長浜市保育士等奨学金返還支援事業

☆ 採用試験 経験者枠

H23～ H28 長浜市立園所 担任 ・副担任手当の推移
園 所 担任手 当 副担任手 当

H23
保育園

幼稚園

1.000円
3,000円

1, 000円

な し

H24
保育園

幼稚園

6,000円

6,000円
2, 000円

な し

H28 幼 ・保・認 10, 000円 4, 000円



『長浜市保育士等奨学金返還支援金』

修学のため奨学金を借り、事業して長浜市内の保育施設等に統業された

場合に、奨学金の返還に要する経費に対して支援するものです。

対象者 (次のいずれにも該当すること)

①平成30年度から平成34年 4月 1日 までに市内の保育所・認定こども園・幼稚園に就
業した保育士等 (平成 29年度以前に、市内の保育所・認定こども園・幼稚園での勤務実

績のない人)

②支援申請の年度を通じて 1年間継続して勤務した人

③常勤 (週 30時間以上勤務)の保育士・幼稚園教諭・保育教諭であること

④大学・短大・専修学校専門課程の在学中に「日本学生支援機構」奨学金の貸与を受けた人

支援内容

①奨学金の貸与を受けた月数に2万円を乗じた額 (「支援基準額」、最大 96万円)を上限に、

返還を支援します。

②4月 に支援金の申込みを行い、 1年間の勤務ののちに支援金が交付されます。
③支援金の交付は3回まで行います。各回の交付額は次の通りですのでご留意ください。

④支援金の交付は、当該年度において支援額相当の奨学金の返還が行われていることが条

件となります。

⑤毎年度4月 に申込受付を行います。

,
R

※この事業はゝ平成 37年度までの期間限

*1回 目 (1年目) 「支援基準額」と当該年度 4月 1日 の奨学金返還残額を比較
して低い方の額の 6分の 1

*2回 目 (2年目) 「支援基準額から既交付額を引いた額」と当該年度 4月 1日
の奨学金返還残額を比較 して低い方の額の5分の 1

*3回 目 (3年目) 「支援基準額から既交付額を引いた額」と当該年度 4月 1日
の奨学金返還残額を比較 して低い方の額

魏|
口墨

聞合せ 。申込先 〒526-8501 長浜市八幡東町 632番地 長浜市役所 5階
長浜市教育委員会事務局 幼児課  電話 0749-65-8607

定事業として実施する予定のものです。 |



厚生労働省
M腱割 y ct鳴とR卜 饉艤力r tt1ld〔1ヽlettart,

平成26年8月

厚生労働省



保育分野における人材不足の原因・理由
「
Ｈ
Ｉ

保育分野 (1現状と課題 )

就業希望警が増えない理由

→

O保 育士資格を有するハローワーク求職者のうち約半数は保育士としての就業を希望していません。
O保 育士職への就業を希望しない理由で、就業継続に関する項目としては「責任の重さ“事故への不安」が最
も多く、再就職に関する項目としては「就業時間が希望と合わない」が最も多い。

入職審懇拡大するため|こ Iま、入職に対する不安を取り除くサポ
坤卜体制や、家庭の成況などによ蝋 業時 F園弓

へ配慮鐸が必要

【保育資格保有求職者における             【保育士としての就業を希望しない理由】(複数回答)

保育士職種の就業を希望する割合】

(0/o)

50.0%
45.0%
40.0%
35.0%
30.0%
25.0%
20.0%
15.0%
10.0%
50%
0.0%

就業継続

【出典】厚生労働省「主な人手不足職種に関するハローワーク求職者の免許・資格の保有状況(労働市場分析レポート第3号 )」

厚生労働省職業安定局「保育士資格を有しながら保育士としての就職を希望しない求職者に対する意識調査」(平成25年 )

仕
事
の
内
容
が
合
わ
な
い

雇
用
形
態
（正
社
員
・パ
ー
ト
な
ど
）

が
希
望
と
合
わ
な
い

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
こ
と
へ
の
不
安

教
育
・研
修
体
制
へ
の
不
満

保
護
者
と
の
関
係
が
む
ず
か
し
い

5

保育士職種を希望

51.5

48.5

保育士職種を

希望しない

就
業
時
間
が
希
望
と
合
わ
な
い

責
任
の
重
さ
・事
故
へ
の
不
安



保育分野における人材不足の原因・理由②
保育分野 (司 現状と課題 )

就業希望者が増えない理由

○ 保育士職への就業を希望しない理由で、働く職場の環境改善に関する項目としては、「賃金が希望と合わ
ない」が最も多く、「休暇が少ない口休暇がとりにくい」ことなどが挙げられている。
O保 育士職への就業を希望しない理由が解消した場合、63日 6%の者が保育士を希望。

→ 入職者を拡大するためには、処遇改善や勤務環境の改善に取り組み、職場としての魅力高めることが必要。

【保育士としての就業を希望しない理由】(複数回答) 【就業を希望しない理由が解消した場合の
保育士への就業希望】

50.0%

45,0%
40.0%
35,0%

30.0%

25,0%

20.0%

15,0%

10.0%

5,0%

0.0%

431%

189%

そ
の
他

(注)回答者 1人当たりの希望しない理由選択数が3.7と多岐に

働く職場の環境改善   保育士の必要性に関する広報       波つていることに留意が必要。
【出典】厚生労働省「主な人手不足職種に関するハローワーク求職者の免許・資格の保有状況(労働市場分析レポート第3号 )」
厚生労働省職業安定局「保育士資格を有しながら保育士としての就職を希望しない求職者に対する意識調査」(平成25年 )

有
期
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用
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約
が
更
新
さ
れ
る
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務
に
対
す
る
社
会
的
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価
が
低
い

他
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の
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味

将
来
へ
の
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が
見
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な
い
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と
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が
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か
し
い

自
身
の
健
康
・体
力
へ
の
不
安

86%

休
暇
が
少
な
い
・体
暇
が
と
り
に
く

391%

賃
金
が
希
望
と
合
わ
な
い

希望する

無回答

希望しない
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滋賀文教短期大学

概要説明

平成29年 6月 28日 長浜市第一回総合教育会議

学校法人松翠学園 滋賀文教短期大学
理事長・学長 松本博文

法人本部 :岐阜県羽島郡岐南町三宅1‐130

◆建学の精神

「知育」「徳育」「体育」の鼎立と調和のとれた人間形成

◆学訓

平成29年度在籍者数
1年生 93名

2年生 58名

合計 151名

「信義」「至誠」「質実」「温和」「漸進」の鼎立と調和のとれた人間形成

◆沿革

昭和15年 3月 岐阜県郡上市八幡町に郡上高等実科女学校開校

昭和27年 3月
学校法人岐阜県濃北短期大学設立認可

濃北短期大学を設立し回文科を開学

昭和33年 4月 法人名を学校法人岐阜短期大学に学名を岐阜短期大学に変更

昭和34年 4月 所在地を岐阜県本巣市糸貫町仏生寺に移転

昭和50年 4月
法人名を学校法人松翠学固に学名を滋賀文教短期大学に変更

所在地を滋賀県長浜市田村町に移転

平成17年 2月 タイ国セントジョーンズカレッジと姉妹提携

平成18年4月 初等教育科に保育士養成コースを新設

平成26年 8月 長浜市と包括連携協定締結

1



国文学科 入学生状況 (過去3年 )

0

2015年 2016年

■長浜市出身 ■長浜以外の出身

2017年

単位 :人

子ども学科 入学生状況 (過去3年 )
７０

∞

ｍ

４。

３０

２。

単位 :人

0

2015年

■長浜市出身

2016年         2017年

■長浜以外の出身

一‐
‐
‐
‐
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過去 3年 間 の就 職 状況
∞
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国文 子ども 匡l文 子ども 囲文 子ども

26年度 27年度 28年度

日卒業者数           日就職者数           とうち長浜市就維者数

■うち長浜市内保古固就職者数公立 口うち長浜市内保育園就職者敷私立

就職者中長浜市内保育園等就職者

26年度 27年度 28年度 計

公立園 3名 3名

私立国 6名 6名 4名 16名

公立小学校 生名 1名

平成28年度卒業生の就職データ(2017年 3月 時点)

2017年3月卒祟者のうち、
就職した者と、それ以外(進学等)の数

Ю

∞

５。

“

∞

獅

“

国文   子ども

口就職 環就職以外

2017.3全体

翻

2017年 3月就職者のうち、
長涙市内の就職者とそれ以外の割合

公立幼保小 長浜市就職
2% 21%

長浜市
79%

■長浜市就職

田公立幼保小

田私立幼保小

口企素等

日長浜市以外
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玉 文学科

国文学科

各学年 定員50名

>日本文学コース  47名 ―
*図書館司書資格 ― 合計 52名

(内生名体学者)

>留学生コース 5名

平成29年度

タイ 4名  セネガル 1名

日市内のボランティアや行事にも積極的に参加
a毎年9月 に本学からタイの姉妹校訪間、交流を実施

4



国文学科

ポイント

①図書館司書資格

②長浜市との連携 (基礎カプログラム他)

③タイ国との交流

:

国文学科

面接や入学後の面談で聞く、学生の志望理由

【環境に関して】

・少人数でアットホームな環境がよい。 け ほぼ100%の回答

【学びに関して】

・司書資格を取得したい。 → 入学者の90%ほどの回答
・I見日寺点で将来の目標は曖昧なので、教養を身につけ、就職を目与旨したい。

・短期間で学びたい。

滋賀県内で唯一、「司書資格」が取得できる大学

5



ポイント①
司書課程を設置する大学・短期大学

(京都・岐阜)

滋賀文教短期大学 国文学科

滋賀県内の大学 ,短大で取得
できるのは、本学のみ

ヽ

|1織

短大では、
・大谷大学短期大学部 (仏教科・幼児教育保育科)
・華頂短大 (歴史学科)          のみ

ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)
<能力の全体像>

基盛学力こ専門知漁
を活かすカ
(社虫人工強力〕

基礎学カ
〈働み、とき、ユ虫、
と本

『

スキル ●)

専周知臓
(仕事にお要な錮白や
資格 管)

人間性Ⅲ喜本的な生活習慣

(8いやり、公共心、 自分でしつかりとやる 等)
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ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)

平成28年度実施

長浜市市民活躍課と長浜警察署交通課と連携した

サービスラーエング

STEPl
長浜警察署交通課より、
地域の課題の提供

ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)

平成28年度実施

長浜市市民交流課と長浜警察署交通課と連携した

サービスラーニング

STEP2
課題解決のための

グループディスカッション

7



ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)

平成28年度実施

長浜市市民交流課と長浜警察署交通課と連携した

サービスラーニング

かるた大会

STEP3プレゼンテーション

ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)

平成28年度実施

長浜市市民交流課と長浜警察署交通課と連携した

サービスラーエング

一・ Ⅲ`Ⅲ Ⅲ l

STEP4 実I曳
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ポイント② 長浜市との連携 (基礎カプログラム)

平成28年度実施

長浜市市民交流課と長浜警察署交通課と連携した

サービスラーニング

|  )

＼ =|

予
STEP5自 己点検・評価

ポイント②
ポイント③

長浜市との連携 (基礎カプログラム )

タイ国との交流

>平成28年度より、長浜市立長浜図書館とのインターン事業もスタート
>平成29年度は、留学生コースと、長浜市スポーツ振興課、長浜南小学校
との連携事業を予定

10月 16日 (月 )

「長浜南小と滋賀文教短期大学とのスポーツ交流事業」

(長浜南小50周年記念事業 )

V/1年生留学生 (タイ、セネガル)が特別講師として参加予定

9



子ども学科

子ども学科

各学年 定員50名

>保育士養成コース  97名―
*保育士資格

*幼稚園教諭二種免許状

>小学校教諭養成コース 6名 _

*小学校教諭二種免許状

*幼稚園教諭二種免許状

*学校図書館司書教諭資格

―合計 103名

10



子ども学科

ポイント

少人数

②長浜市との連携

ι、

剪

煮

1

ポイント1

少人数
H28各大学HP「教育情報の公表」より

滋賀県内で幼児教育が学べる
A短大
定員170人 (2学年で340人 )■専任教員11人 =1人当たり30.9人

B大学短期大学部

定員80人 (2学年で160人 )■専任教員9名 (全 3コースの総数)=8.8人

滋賀文教短期大学

定員50人 (2学年で100人 )■専任教員15人 (2コースの総数)=6.6人

11



★担任制で支援
・1人の教員に、学生5～ 6名程度

★充実した音楽教育
B専任教員2名 +非常勤教員5名
・分割授業  ・補講
日入学前教育  B翠湖館

☆アットホームな卒後指導
Eぶんぶんのつどい(新卒対象フォローアップ研修)
・元気会(ホームカミングデイ)

一

ヽ

型          i榔

F管…~~…平票澤零虫菫躍票翠騨尊瑯零聴軍中中菊馨
喜

!                                                                                                                                                                                                                   

―

平成29年6月 4日 (日 )ぶんぶんのつどい(新卒対象フォローアップ研修)24
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ポイント2

長浜市との連携

長浜市と滋賀文教短期大学との協力に関する包括連携協定

子育て支援にかかる課題解決に資するための連携

口 長浜市と滋賀文教短期大学との連携協議会 (年2回開催 )

長浜市幼児課

人口減少(子育て支援)の課題 吟

子ども学科

実践力の養成等の課題   吟

口 長浜市からの講師派遣

γ 子ども学科 (保育士養成)への期待

γ 教育課程等への期待

γ 講師派遣の依頼

γ「ぷんぶんひろば」への後援依頼

等

　

　

　

等

現役保育士の方による講演 とらひめ認定こども園園長 古川礼子様  (29.6.28)

長浜市採用試験等の説明
長浜市幼児課 課長 堀浩次様

長浜市幼児課 参事 上崎順子様  (29.5,31)

子ども学科進路フェア(仮 )
2年生 臨時採用等の情報収集
1年生 長浜市公立園の特色等を知

口『ぶんぶんひろば」の後援

口 交通安全推進に関する連携

長浜市と長浜警察署及び滋賀文教短期大学との交通安全推進活動に関する連携協定書(27.8.12)

その他多数
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☆ぶんぶんひろば
ノノ γ

一

|||ヽ

★交通安全推進活動

子育て世代が安心して暮らせる長浜市へ
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子育て支援にかかる課題解決に資するための連携

今年度から、長浜市内私立保育園との交流についても企画

日長浜市内私立保育園との懇話会【新規】

私立保育園についても学び、意見を聴取する機会

口子ども学科進路フェア(仮 )【新規】

2年生 求人情報の収集

1年生 長浜市私立園の特色等を知る

公立。私立

早い時期から園を知ること

長浜市の園と接触を持つこと 吟
長浜市の

課題解決に貢献

長浜市保育士等奨学金返還支援金を知ること

etc

学生(長浜市外を含む)の

市内就職に期待

ご清聴ありがとうございました。
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